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「幼稚園や保育所ではうちの子が何が苦手で何が得意かわかってもらえていたのに、  

小学校に入学したらわかってもらえるかな…」 

「また同じことを伝えなければならないの？」 

「病院に行って生育歴を全部伝えられるかな…」 
 

 

 
 

「面談で先生に言われたこと忘れてしまった…」 

「小学校の先生から中学校の先生にきちんと伝えてほしいことがあるけど、 

言葉で説明して伝えたいことが伝わるかな…」 

サポートファイルを見せてもらうことで 

親御さんが積み重ねてきたものを理解することができます。  

また、保育所、幼稚園、学校などから、親御さんに伝えたいことを  

サポートファイルに先生方が書き込んだり、渡したいプリントなどを  

ファイリングしたりすることで、情報の共有が確実になります。 

  

 

 

お子さんの成長に合わせて  

お子さんの様子を記録し  

お子さんに関わる方々  

（幼稚園・保育所・学校の先生方や  

相談に乗ってくれる人）と  

お子さんの得意なこと・苦手なこと  

好きなこと・嫌いなことを  

共有するためのファイルです  

 

 

ライフステージごとのつながりを 
スムーズにするための 
ツールのひとつです 
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「プロフィール」シート   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「乳幼児期」シート   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんのことについて、 

記入できるところを書きましょう。 

お母さんの妊娠中の様子、出生体重など 

母子手帳を見るとわかるものもあります。 

書き写してもいいですし、 

クリアポケットに母子手帳を入れて 

一緒に保管するのもいいでしょう。 

①親御さんがサポートファイルを保管します。  

②気になったこと、忘れたくないことなどを書けるときに書き込みましょう。  

 しかし、書くことがストレスにならないよう、「すべてを書く」というより、  

「書きたいことや伝えたいことを書く」という思いで使いましょう。  

③幼稚園・保育所からもらったもので保管しておきたいものは、  

ファイルの中のクリアポケットに入れて保管することができます。  

④お子さんに関わる方々に書いてほしいことは、お願いして書いてもらいましょう。 

 

できてうれしかったこと、 

苦手そうで心配したことなどを書きましょう。 

詳しく書いてあると、 

お子さんに関わる方々に伝わりやすいです。 

思い出した時に書いても大丈夫です。 

「我が家のウラリー」のスペースは自由に使えます。 

写真やお子さんが描いた絵を貼ってもいいでしょう。 

マスキングテープなどでかわいくカスタマイズしても OK です。 
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「就学期」シート   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「相談記録」シート   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学前に、それまでのことをまとめるシートです。 

正確に書けなくても大丈夫です。 

だいたいの時期について記入しましょう。 

かかりやすい病気や、よく服用するお薬のことも 

記入しておくとよいでしょう。 

 

【担当の先生から】のページは、 

幼稚園・保育所の先生や関わってくださった方々に 

書いてもらうページです。 

スペースが狭くて書ききれない場合は、 

他の紙に書いてもらったものに 

２穴パンチで穴を開けてもらって綴じましょう。 

巻末のクリアポケットに入れても大丈夫です。 

 

【保護者から】のページは、 

親御さんから就学後の学校の先生方や、 

お子さんに関わっていく方々に向けて 

伝えたいことを書くページです。 

願い・想いを伝えましょう。 

ライフステージがかわるごとに、 

必要なだけ差し込んでいくシートです。 

いつ相談したか、 

どこの誰に相談したか、 

何を相談したか、 

どんなアドバイスをもらったか等 

忘れずに書いていくとあとから役立ちます。 
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「学齢期」シート   

 

 

 

 

 

 

 

 

「卒業後のための」シート   

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別相談先   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校、中学校、高等学校と、 

ライフステージごとの 

シートがあります。 

進級、進学のたびに 

書き足しましょう。 

なめらかな接続が期待できます。 

学校を卒業したあとの進路先の方々に向けて 

親御さんがお子さんのことを伝えたり、 

お子さんご本人が自分自身の願いを書いたり 

することができます。 

ライフステージが進むごとに右に進みます。 

その時期ごとに合った相談先がたくさんあります。 

自宅の近くで相談できるところ、 

あまり近すぎると…という方は離れたところ、 

仕事がお休みの日に相談したい、 

相談というよりもただ話がしたい、 

相談先の選び方は人それぞれ違います。 

小さな不安も、大きな心配も、 

悩まずにまずは話してみましょう。 


